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1．はじめに(背景) 

タンタル酸リチウム(LT)結晶は、工業的には Cz法で育成されている。育成された結晶は、スラ

イス、研磨加工され、主に SAWデバイス向け材料として用いられている。市場に流れている SAW

デバイス用 LT基板の大部分は、デバイス特性に有利であることから主面方位 42°RY近傍で加工

されたものである。従って、Cz法育成においては、製品基板の主面方位と一致する 42°RY方位

の種結晶を用いて育成するのが、最も生産性、コストメリットが高くなる。しかし、Cz法による

LT結晶育成では、種結晶方位が 40°RYを超えると単結晶化率が急激に低下するために、一般的

には36～38°RY程度の方位で育成された結晶から42°RY基板を斜めに切り出して製品に加工さ

れている。 

LT結晶の育成方位が 40°RYを超える付近から単結晶化率が悪化する要因は、多結晶化である。

X線トポグラフを用いた育成結晶の観察結果から、LT結晶の多結晶化は、育成の進行に伴ってリ

ネージの密度が高くなり、リネージと結晶外周部とで囲まれた領域内から発生していることが判

った。しかし、何故、多結晶化の発生頻度が育成方位 40°RY 付近から顕著に高くなる理由に関

しては、過去に報告例も無く明らかにされていない。本研究は、LT結晶における転位の発生、転

位の移動によるリネージ形成、更に多結晶化に至るメカニズムとその方位依存性を明らかにする

ことで、単結晶化率向上につなげることを目的としている。今回は、その初めとして、LT結晶育

成における転位の発生メカニズムの方位依存性に関して、育成中の応力、歪のシミュレーション

と育成結晶内の転位の観察結果から考察を行ったので、それらの結果に関して報告する。 

2．観察方法 

40°RY～60°RYの範囲で種結晶を作製し、Cz法で

結晶育成を行った。得られた結晶から、X、Y、Z面で

試料を切り出し、透過 X 線トポグラフ法及び TEM に

よって転位の観察を行い、すべり系の考察を行った。

また、育成中の結晶内の温度分布、応力、歪分布に関

してシミュレーションを行い、それらの結果を用いて

シュミット因子、せん断応力の計算を行い、転位の観

察結果との比較を行った。詳細は、当日に報告する。 
Y面試料の X線トポグラフ像 
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